
◎
論

説

留
学
と
い
う
文
化

「永
続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
と
し
て
の
中
国
人
留
学
生

一
九
八
〇
年
代
の
「留
学
ブ
ー
ム
」
か
ら
新
世
代

の
出
現

へ

坪
谷
美
欧
子

・
・
…

は
じ
め
に

改
革
開

放
後

の

一
九
八
四
年

の
中
国
で
は
、
私
費
留
学
に
関
す
る

新
規
定
が
国
務
院
か
ら
出
さ
れ
、
ま
ず
大
学
専
任
講
師

レ
ベ
ル
の
者

(
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
記
者
、
編
集
者
)
に
私
費
留
学
の
道
が
開
け
た
。

ま
た

一
九
八
六
年
に
公
民
出
境
管
理
法
も
施
行
さ
れ
、
出
国
が
事
実

上
自
由
化

さ
れ
た
。

こ
れ
に
端
を
発
し

「留
学

・
出
国
ブ
ー
ム
」
が

一
気

に
沸

き
起
こ
り
、
中
国
語

で

「鍍
金
」
と
言
わ
れ
る
学
歴
や
経

歴
に

「メ

ッ
キ
を
か
け
る
」
海
外
渡
航
や
留
学
は
、
よ
り
直
接
的
に

は

「金
を
稼
げ
る
」
と
い
う
意
味

で
、
当
時
と
し
て
は
数
少
な
い
社

会
移
動
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。

と
く
に
欧

米
諸
国
で
は
在
学
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本

で
は
留
学
生

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
許
さ
れ
て
い
た
た
め
、
在

学
中
に
学
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
の
留
学
が
可
能
な
国
と
し
て
日
本
は
中

国

の
若
者
た
ち

の
目
に
映

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
留
学
を
契
機
と
し
て
来
日
す

る
中
国
人
た
ち
は
、
留

学
か
ら
日
本
企
業
や
研
究
機
関
等

へ
の
就
職

と
い
う
長
期
滞
在
パ

タ
ー
ン
が
成
立
し
て
い
る
点

で
、
他
の
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
外
国
人
に
は

み
ら
れ
な
い
、
日
本

の
高
等
教
育
、
社
会
、
経
済
と
深
い
つ
な
が
り

を
持

つ
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
近
年

で
は
日
本
国
籍
や
永
住
資
格

を
持

つ
中
国
人
も
急
増
す
る

一
方
で
、
常
に
帰
国
が
意
識
さ
れ
強
い

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持

し
て
い
る
。
筆
者

は
、

か
つ
て
留
学
か
ら
就
労

へ
滞
在
を
変
化
さ
せ
る
滞
日
中
国
人

の
こ
と

に

つ
い
て

「永
続
的
ソ
ジ
m
-h
--
j

(perm
a
n
en
t
sojo
urn
er)
と
書

い
た
こ
と
が
あ
る

[坪
谷

2
00
°。
]。
か
れ
ら
は
日
本
滞
在
の
中

で
中
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国
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち

つ
つ
も
、
日
本
社
会
を

準
拠
集
団
に
取
り
こ
み
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
適
応
態
度
と
不
満
感
を

示
す
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
「出
稼
ぎ
」
あ

る
い
は

「ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
(滞
在
者

:
sojo
urn
er)
と

「定
住
者
」

(settler)

5̀
中
間
的
な
存

在

で
あ
る

「永

続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」

(p
erm
an
en
t
sojo
urner)
と
い
う
概
念
を
用

い
て
、
中
国
人
の
ア
イ

デ

ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
「永
続

的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
と
は
、

「
ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
と

「定
住
者
」
の
中
間

的
な
分
析
概
念
で
、
祖
国
と
受
け
入
れ
社
会

の
ど
ち
ら
に
対
し
て
も

全
面

的
な
構
成
員
と
認
識

で
き
な

い
も

の
を
指
す
、
と
や
や
ネ
ガ

テ

ィ
ブ

に
捉
え
ら
れ
て

い
る
が

[⊂
9
ぐ
ドO
O凸
、
滞
日
中
国
人

に

関
し
て
は
不
安
や
剥
奪
感
だ
け
で
な
く
、
肯
定
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
や
戦
略
意
識
も
み
ら
れ
て
い
る
。

現
在
中

国
で
は
教
育

の
市
場
化
や
留
学
産
業

の
拡
大
に
よ
り
留
学

自
体
が

一
般
化
し
、
旅
行
も
含
め
る
と
海
外

へ
の
移
動
が
さ
ま
ざ
ま

な
層
に
浸
透
し

つ
つ
あ

る
。
最
近
で
は
、
新
た
な
層
の
中
国
人
留
学

生

の
広
が
り
も
目
立

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「八
〇
後
」
「九
〇
後
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
八
〇
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

コ

人

っ
子
政
策
」
実
施
以
降
に
生
ま
れ
た
物
質
的
な
豊
か
さ
を
享
受
し

て
き
た
世
代
、
ま
た
こ
う
し
た
集
団
に
共
通
す
る

「富
二
代
」
と
呼

ば
れ
る
裕
福
な
家
庭

で
育

っ
た
若
者
た
ち
に
と

っ
て
は
、
前
の
世
代

の
留
学
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
合

い
を
持

つ
だ
ろ
う
。
現
代

の

留
学
を
め
ぐ
る
世
界
的

な
潮
流
と
し
て
は
、

「民
間
セ
ク
タ
ー
の
導

入
と
多
様
な
教
育
形
態
の
容
認
と

い
う
民
営
化
や
多
様
化
を
と
も
な

い
、
国
際
教
育
市
場
に
お
い
て
戦
略
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
」

[奥
川

20
0
9:
5
7
]°
そ
の
実
態
は

「留
学
産
業
」
と

い
う

言
葉

で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
か
ら
日
本

へ
の
留
学
に
お
い
て

も
八
〇
年
代
に
比
べ
、留
学
準
備
や
手
続
き
、
そ
し
て
語
学
研
修
等
を

行
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
台
頭
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。

本
稿

で
は
八
〇
年
代

か
ら
始
ま

っ
た

「
留
学
潮
」

(留
学
ブ

ー

ム
)
の
意
味
を
再
検
証
し

つ
つ
、
中
華
人
民
共

和
国
か
ら
の
日
本

へ

の
留
学
を
め
ぐ
る
二
つ
の
大
き
な
ジ

ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
る
。
と
り
わ
け
新
し
い
世
代
の
問

で
起

こ
り

つ
つ
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
現
象
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
そ
の
変
容

の
側
面

に
着
目
し
な
が
ら
、
「永
続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
と
し
て
の
中

国
人
留
学
生
の
ゆ
く
え
を
探

っ
て
み
た
い
。

世
界
的
潮
流
お
よ
び
政
策
か
ら
み
る

中
国
人
の
日
本
留
学

日
本
に
滞
在
す
る
中
国
人
は

一
九
八
〇
年
代
よ
り
増
加
し
始
め
、

二
〇
〇
七
年
末

に
韓
国

・
朝
鮮

の
人
数
を
抜

い
た
後
、

二
〇
〇
八
年

末

の
時
点
で
お
よ
そ
六
五
万
人
と
、
毎
年
数
万
人
と

い
う
規
模
で
増

加
を
続

け
て
い
る

[
法
務
省
入
国
管
理
局

N
O$
呂
。

二
〇
〇
八
年

度
末

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本

に
お
け
る
中

国
人
留
学
生
は
約
八

万
八
千
人
で
、
就
学
生
は
二
万
五
千
人
、
そ
し

て
日
本

の
企
業
等
で
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就
職
す
る
人
数
は
六
万
人
ほ
ど

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
永
住

者
資
格
を
取
得
す
る
者
も
目
立

っ
て
お
り
、
そ
の
人
数
は
二
〇
〇
八

年
末

で
約

一
四
万
人
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
中
国
人
留
学
生
の
卒
業
後

の
日
本
企
業

へ
の
就
職

に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年

の
在
留
資
格
の

変
更
件
数

で
み
て
も
全
件
数
が

一
万

一
〇
四
〇
件

で
あ
る
の
に
対

し
、
中
国

は
七
六
五

一
件
と
、
留
学
か
ら
日
本
で
の
就
職
で
在
留
資

格
を
変
更

す
る
者

の
多

く
を
占

め
て
い
る

[法
務
省

入
国
管
理
局

2
0
0
9
b
]
°

e

一
九
八
〇
年
代
の
留
学
ブ
ー
ム
を
支
え
た
日
中
の
政
策

一
九
八
〇
年
代

の
留
学
ブ
ー
ム
を
支
え
た
も
の
と
し
て
、
ま
ず
日

本
側

の
要
因
と
し
て
は
、
八
三
年
に
打
ち
出
さ
れ
た

「留
学
生
十
万

人
計
画
」
と

い
う
留
学
生
の
量
的
な
受
け
入
れ
の
強
調

一
方
で
、
法

務
省
の

「留
学
」
「就
学
」
在
留
資
格
者

へ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
容
認

と
い
う
矛
盾
し
た
政
策
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
増
加

を
招

い
た
中
国
社
会
側

の
要
因
と
し
て
は
、
改
革
開
放
期
の
中
国
に

お
い
て
出

国
は
社
会
移
動

の

一
つ
の

「手
段
」
だ

っ
た

こ
と
に
あ

る
。
海
外
留
学
を
支
持
す
る
政
策

は
八
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
私
費
留

学
を
解
禁

し
た
こ
と
が
大
き
い
が
、
そ
れ
に
と
も
な

い
留
学
生
た
ち

の
帰
国
率

が
低

い
こ
と
も
中
国
政
府
を
悩
ま
せ
た
。

一
九
九
二
年

の

郵
小
平
の
南
巡
講
話
以
降
は
、
帰
国
を
強
制
す
る
政
策
か
ら
緩
和
政

策

に
よ

っ
て
帰
国
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策

へ
の
方
向
転
換

が
、
の
ち

の
留
学
生
政
策
の
大
き
な
指
針
と
な

っ
た
。

具
体
的

に
は
、
中
国
国
内

の
人
材
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、

「支
持
留
学
、
鼓
励
回
国
、
来
去
自
由
」

(留
学
の
支
持
、
帰
国

奨
励
、
往
来
の
自
由
化
)
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ

ま
で
最
も
厳
格
で
あ

っ
た
国
費
派
遣
留
学
生

に
対
す
る
帰
国
に

つ
い

て
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
留
学

経
験
者
の
出
入
国
の

規
制
緩
和
、
国
内
投
資

へ
の
減
税
、
帰
国
留
学

生
世
帯
の
都
市
戸
籍

優
先
取
得
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
留
学
帰
国
者

へ
の
優
遇
政
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
帰
国
率

の
上
昇
を
目
指
し
て

い
る
。

海
外
留
学
全
体
に
関
す
る
中
国
側
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
、

一
九
七

八
年
か
ら
の
出
国
留
学
生
と
帰
国
留
学
生
数

の
推
移
が
発
表
さ
れ
て

お
り
、

二
〇
〇
七
年
の
時
点

で
は
出
国
者
が

一
四
万
四
千
人
で
、
帰

国
総
人
数
は
四
万
四
千
人
と
な

っ
て
い
る
。
帰

国
留
学
生
数
も
増
加

を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、

二
〇
〇
〇
年
以
降

の
出
国
留
学
生
数
の
伸

び
が
著
し
い

(図
1
)。

口

国
際
的
な
人
材
獲
得
と

「留
学
生
三
十
万
人
計
画
」

二
〇
〇
六
年

一
一
月

一
五
日
に
人
事
部
か
ら
発
布
さ
れ
た

「中
華

人
民
共
和
国
国
民
経
済
和
社
会
発
展
第
十

一
個
五
年
規
劃
綱
要
」

で

は
、

「第

一
一
次
五
か
年
計
画
」

(二
〇
〇
六
～
二
〇

一
〇
年
)
の
精

神
に
の
っ
と
り
、
上
記

の

「支
持
留
学
、
鼓

励
回
国
、
来
去
自
由
」

に

「開
拓
留
学
渠
道
、
吸
引
人
才
回
国
、
支
持
創
新
創
業
、
鼓
励
為

国
服
務
」

(留
学

ル
ー
ト
の
開
拓
、
人
材
の
吸

引
、
起
業

の
サ
ポ
ー

ト
、
国
家
貢
献

の
奨
励
)
と
い
う
新
た
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
も
加
わ
り
、
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一 出国留学生数

"… 帰国留学生数
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出国留学生数および帰国留学生数の推移(1978-2007年)

出所:中 華人民共和国国家統計局[2009]。

図1

よ
り

一
層

の
帰
国
留
学
生
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る

[中
華
人
民
共
和
国
人
力
資
源
和
社
会
保
障
部

N
OO
ひ
]。
同
計
画

の
期
間
中
に
は
新
た
な
帰

国
留
学
生
を

一
五
～
二

〇
万
人
に
す

る
と
計
画
さ
れ
、
起
業

パ
ー
ク
も

一
五
〇
箇
所
に
増

加
、
政
府
関
連
の
パ
ー
ク
は
四
〇
～
五
〇
箇
所
に
増
や
す
と

い
う
計

画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
重
点
的
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
専
門

分
野
と
し
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
利

・
鉱
山
資
源
、
環
境
、
農
業

な
ど
の
国
家
重
点
領
域
、

バ
イ
オ
、
新
素
材
、
先
進
技
術
の
分
野
、

文
系

で
も
金
融
、
法
律
、
貿
易
な
ど
の
高

レ
ベ
ル
の
経
営
管
理
人
材

と
さ
れ
、
以
前

に
比

べ
そ
の
対
象
が
具
体
的

に
絞
ら
れ
て
い
る
。

一
方
日
本
に
お
い
て
は
二
〇
〇
八
年
に
、
文
部
科
学
大
臣

の
最
高

諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会
に
よ
り

「留
学
生
三
十
万
人
計

画
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年

を
め
ど
に
三
〇
万
人

の

留
学
生
受
け
入
れ
が
目
指
さ
れ
て
い
る

[文
部
科
学
省

・
外
務
省

・

法
務
省

・
厚
生
労
働
省

・
経
済
産
業
省

・
国
土
交
通
省

NO
O
。。
]。
計

画

の
中

に
は
大
学
院
等

へ
の
優
秀
な
人
材

の
確
保
、
卒
業
後
の
日
本

企
業
等

へ
の
就
職
支
援
が
主
要
な
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、

日
本

の

「グ

ロ
ー
バ
ル
化
戦
略
」

の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け

「優
秀
な
留
学
生
を
積
極
的
に
獲
得
す
る
こ
と
」

が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
「十
万
人
計
画
」
に
あ

っ
た
単
な
る
留
学
生

の
量
的
な
受
け
入
れ
拡
大
か
ら
、
確
実

に
人
材
獲
得
の
意
図
を
持

っ

た
政
策

へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深

い
。

東
京
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
栖
原
曉

に
よ
る
と
、
「留
学
生
は

r40



移
民
労
働
者

(予
備
軍
)
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
教
育
政
策
の

一
つ

と
し
て
捉

え
ら
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が

[栖

:
2
0
0
2
:
1
83
]
、

こ
の
考
え
方
は
世
界
的
な
潮
流
か
ら
み
る
と

や
や
非
現
実
的
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
留
学
生
受
け
入
れ
政
策

に

お
い
て
欧
米
と
日
本

の
大
き
な
違

い
は
、
欧
米

で
は
留
学
生
を
卒
業

後
も
就
職
等

で
滞
在
し
続
け
る

「移
民
」
と
し
て
現
実
的
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
し
か
に

「三
十
万
人
計
画
」
と

い
う
留
学

生
政
策
が
移
民
政
策

の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
以
上
は
、
留

学
生
の
立
場
や
環
境

へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
慎
重
に
考
え
ら
れ
な

け
れ
ぼ
な
ら
な

い
。
日
本

の
移
民
政
策
自
体
が
あ
い
ま
い
な
な
か
で

は
、
留
学
生
は

「移
民
」
か

「高
度
人
材
」
か
、
と
い
う
定
義
づ
け

も
必
要
な

の
か
も
し
れ
な

い
が
、
留
学
と

い
う
行
為
そ
の
も
の
を
行

う
当
事
者
側
か
ら
み
れ
ば
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
語
学
や
専
門

を
勉
強
し
、
そ
の
後
チ

ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
日
本

で
働
き
経
験
や
高
い

収
入
を
得
た
い
と
い
う
動
機
は
明
ら
か
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
答
え
は

イ
エ
ス

・
ア
ン
ド

・
ノ
ー
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
O
E
C
D
が
二
〇
〇
二
年
に
発
行
し
た

『専
門
職
労

働
者
の
国
際
的
な
移
動
』
の
な
か
で
も
、
先
進
国
に
お
け
る
留
学
生

は
専
門
的
移
民
受
け
入
れ
の

「先
駆
者
」
的
存
在
と
い
う
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
経
済
と
教
育
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は

一
体
と

な
り
、
留
学
生
政
策
は
国
を
挙
げ

て
の
国
際
高
度
人
材
獲
得
や
育
成

政
策

へ
と
変
化
し

て
き
た

[奥
`

20
0
9:
6
3
]°
現
在
中
国
人

の
留

学
先
と
し

て
人
気
が
高

い
欧
州
、
北
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
英
語
圏
を
中
心
と
し
た
諸
国
と
比
較

し
た
場
合
、
日
本
が
ど
れ
だ
け
留
学
生
に
と

っ
て
魅
力
的
な
国
に
な

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
の
留
学
生
政
策

の
み
な

ら
ず
、
日
本
企
業
や

大
学
等
教
育
機
関
に
と

っ
て
も
、
ア
ジ
ア
地
域

お
よ
び
海
外
戦
略
に

ど
の
よ
う
に
中
国
人
留
学
生
を
位
置
づ
け
る
の
か
は
重
要
な
鍵
と
な

る
だ
ろ
う
。

一
九
八
〇
～
九
〇
年
代
に
お
け
る

中
国
人
に
と

っ
て
の
日
本
留
学
の
意
味

こ
こ
か
ら
は
、
ま
ず
は

一
九
八
〇
年
代
と

い
う

「留
学
熱
」
が
起

こ
っ
た
時
代
背
景
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
筆
者

が
調
査
を
行

っ
た
八

〇
～
九
〇
年
代
初
期
に
来
日
し
た
滞
日
中
国
人

の
出
国
動
機
や
経

緯
、
お
よ
び

「永
続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
と
し

て
日
本
に
滞
在
す
る
こ

ム　
　

と

の
意
味

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

e

出
国
の
理
由

図
2
は
、
来
日
の
理
由
を
複
数
回
答

で
尋
ね
た
設
問
の
結
果
で
あ

る
が
、
専
門
的
な
知
識
を
修
得
す
る
こ
と
が
第

一
義
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
づ
い
て
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「そ
の
他
」
で
あ
る
が
、
自
由
記
入
の
記
述
か

ら
は
、
「国
費
留
学
生

と
し
て
国
家
や
単
位
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
」
ま
た
は

「日
本
政
府

の
留
学
生
と
し
て
招
聰
さ
れ
た
」
と
い
う
公
費
派
遣
に
よ
る
来
日
の

「永続的 ソジ ョナー」としての中国人留学生i4c
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専門知識 を修得 したか った

家族が 日本 に来たので、それにともない
来日することになった

日本語 を勉強 したか った

日本で仕事 を したか った

とくにな し

その他

60(%)50400102030

来 日 の 理 由(複 数 回 答 、N=ll2)図2

図3中 国か らの出国理由(複 数回答、N=119)

理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
家
族
に
と
も
な
い
来

日
し
た
と
い
う
項
目
も
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。
日
本
語

の
学
習
や
日

本
で
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
来
日
動
機
と
し
て
は
あ
ま
り
多
く
挙
げ

ら
れ
て
い
な
い
。

図
2
の
来
日
理
由

の
結
果
か
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
公
費
派

遣

で
留
学
を
決
め
た
者
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
そ

の
出
国
理
由
は
意
外
な
結
果
を
示
し
て
い
る

(図
3
)
。
「中
国
以
外

の
外

の
世
界
を
見

て
み
た
か

っ
た
。
海
外
な
ら
ど
こ
で
も
よ
か

っ

た
」
と

い
う
理
由
が
最
も
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。
専
門
的
な
知
識

の
修
得
と

い
う
上
記
の
来
日
目
的
と
は
、
若
干

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
み
ら

れ
る
。
か
れ
ら
に
と

っ
て
留
学
が

「純
然
た
る
」
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

動
機

の
み
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
よ
く
表
わ
す
結
果

で
あ
る
。
ま

た
、
勤
務
環
境
や
社
会
的
な
環
境
と
い
っ
た
中
国
社
会

に
対
す
る
不

満
か
ら
く
る
出
国
理
由
も
合
計
す
る
と
、
全
回
答
数

の
二
〇
%
を
上

回

っ
て
い
る
。

こ
の
設
問

で
も
、
「そ

の
他

」

の
選
択
率
が
高

い

が
、
よ
り
高

い
学
位
の
取
得
や
日
本
で
の
経
験
を
と
お
し
て
、
「視

野
を
広
げ
、
人
生
を
切
り
開
く
」

「日
本
が
ど

の
よ
う
に
急
速
に
発

展
を
と
げ
た

の
か
と
て
も
知
り
た
か

っ
た
、

こ
の
目
で
確
か
め
た

か

っ
た
」
な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
な
か

に
は
、
「よ
り
よ

い
研

究
環
境
と
生
活
環
境
を
求
め
て
」
と

い
う
回
答
も
あ
り
、
こ
う
し
た

要
因
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
中
国
社
会
に
対
す
る
不
満
に
含
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
も
述
べ
た
が
中
国
か
ら
の
留
学
が
本
格

化
し
た

の
は

一
九
八

[4z



○
年
代
に
入

っ
て
か
ら
で
、
と
く
に
中
国
政
府
派
遣

の
国
費
留
学
生

か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。
八
〇
年
代
初
頭
に
国
費
留
学
生
と
し
て
来
日

し
た
者
と
、
八
〇
年
代
半
ば
以
降

に
私
費
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た

者
と
で
は
、
留
学
ま
で
の
経
緯

の
点
か
ら
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

「初
期
」
の
国
費
留
学
生
に
と

っ
て
は
、
文
化
大
革
命
が
収

束
し
た
後

、
大
学
が
お
よ
そ
十
年
ぶ
り
に
再
開
し
て
ま
も
な
く
大
学

に
進
学
し
た
若
者
た
ち
で
あ
る
。
革
命
後

の
混
乱
か
ら
新
し
い
国
家

建
設
を
担

う
、

「知
識
青
年
」
と

い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
社
会
的
期
待

は
相
当
な
も

の
で
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
海
外
留
学
と

い
う
行
為
も
国

家
の
発
展

に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
り
、
帰
国
が
当
然

の
こ
と
と
し
て

意
図
さ
れ

て
い
た
。
海
外
留
学
自
体
が
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で
、
大
学

や
勤
務
先

に
よ
る

「偶
然
」
で

「突
然
」

の
決
定
で
あ
り
、
ま
た
派

遣
先
も
自

ら
選
択
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
派
遣
先
は
専
攻
分

野
で
最
も
先
進
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
国
が
政
府

レ
ベ
ル
で
決

定
さ
れ
、
派
遣
生
は
全
国
の
大
学
(院
)生
か
ら
選
抜
さ
れ
て
い
た
。

一
方
私
費
留
学
の
場
合
は
、
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
英
語
圏
を

目
指
す
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
日
本
が
第

一
の
目
的
地
と
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
日
本
は
留
学
費
用
の
手
頃
さ
や
ビ
ザ

の
手
続
き

の
関
係
か
ら
、
セ
カ
ン
ド
ベ
ス
ト
と
し
て
選
択
さ
れ
る
傾

向
に
あ

っ
た
。
さ
ら
に
当
時
の
中
国
は
改
革
開
放
路
線

は
本
格
化
し

て
い
た
も

の
の
、

「出
国
」
に
先
立

つ
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が

「社
会

移
動
」
そ

の
も
の
の
機
会
を
制
限
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
り

具
体
的

に
は
、

「単
位
」
と
呼
ば
れ
る
職
場
組
織
に
お
い
て
は
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
保
障
さ
れ
て
い
た

一
方

で
、
大
学
を
卒
業
し
た

者

は
政
府
に
よ

っ
て
所
属

「単
位
」
を
決
め
ら
れ
る

「分
配
」

に
従

う
ほ
か
な
い
な
ど
、
社
会
移
動
を
妨
げ

る
要
因
が
少

な
く
な
か

っ

た
。
私
費
留
学
が
盛
ん
に
な
り
始
め
て
い
た
八
〇
年
代
後
半
～
九
〇

年
代
前
半
は
、
市
場
経
済
導
入
に
よ
る
賃
金
格
差
や
、
そ
れ
に
と
も

な
う
階
層
構
造
の
変
化
や
格
差
が
広
が
り
始

め
て
い
た

一
方

で
、
身

分

・
出
身

・
所
属

「単
位
」
な
ど
が
社
会
移
動
を
規
制
す
る
旧
体
制

が
混
在
し
て
い
た
時
期
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

口

滞
在
予
定

質
問
紙
調
査

の
結
果
か
ら
は
、
す
で
に
永
住
者
資
格
や
日
本
国
籍

を
取
得
し
て
い
る
者
も
か
な
り
多
く

(調
査

1

"
二

一
・
二
%
、
調

査
n

"
四
八
・
二
%
)、

「日
本

に
永
住
す
る
予
定
」
と
答
え
た
定
住

や
永
住

の
意
思
を
持

つ
と
思
わ
れ
る
者
は
多

い

(調
査
1

"
四
〇
・

二
%
、
調
査
H

二
二
三
・三
%
)
。
し
か
し
、
中
国

へ
の
帰
国
志
向
も

同
じ
程
度

に
み
ら
れ
る
。
「
い
ず
れ
は
中
国

に
帰
国
す
る
予
定
」
と

答
え
た
者

の
割
合

は
、
調
査

1
で
四
〇
・
二

%
、
調
査

H
で
三
三
・

三
%
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
具
体
的
な
帰
国
の
め
ど
は
立

っ

て
い
な

い
と
い
う
滞
在
意
識
の
複
雑
さ
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。
た
と

え
ば

「将
来
中
国
に
帰
る
」
と
答
え
た
者
は
多

い
の
だ
が
、
同
時
に

「あ
と
何
年
く
ら

い
で
帰
国
す
る
か
」
と
い
う
具
体
的
な
期
限
に
つ

い
て
は

「
わ
か
ら
な

い
」
と
回
答

し
た
割
合

が
調
査

1
で
三
八
・

二
%
、
調
査

H
で
も
四
〇
・三
%
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。

「永続 的 ソジョナー」としての 中国 人留学 生143



調
査

H
で
は
、
帰
国
す
る
場
合

の
中
国
と

の
つ
な
が
り
に

つ
い
て

も
尋
ね

て
い
る
が
、
勤
務
上
の
つ
な
が
り

(四
三
・五
%
)
、
個
人
的

な

つ
な

が
り

(五

一
・
六
%
)、
友
人
に
よ
る
就
職
斡
旋

へ
の
期
待

(
一
九
・
四
%
)
と
、
個
人
の
持

つ
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
に
頼
ろ
う
と
し
て

い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
状
況
は

一
見
具
体
的
な
め
ど
が

立

っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
個
人
ど
う
し
の
つ
な
が
り
を

維
持
す

る
点
は

「永
続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
中
国
人
を
特
徴
づ
け
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
の
分
析
か
ら
は
、
帰
国
の
意
思
は
全

体
的
に
強

い
も
の
の
、
実
際
の
決
断
と
な
る
と
、
現
在
の
中
国
社
会

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か

な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
帰
国
を

「成
功
」
さ
せ
る
に
は
、

そ
の
時
期

や
都
市
な
ど
を
慎
重
に
み
き
わ
め
る
必
要
が
あ
り
、
し
た

が

っ
て
個

人
的
も
し
く
は
職
務
上

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が
不
可
欠

で
、

そ
れ
が
な
け
れ
ば
帰
国
を
望
ん
で
も
仕
方
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
理
解

で
き
る
。
ま
た
と
く
に
社
会

・
人
文
科
学
系
の
研
究

者

の
な
か
に
は
、
中
国

の
政
治
体
制

へ
の
懸
念
を
抱
き
帰
国
を
踏
み

と
ど
ま
る

「永
続
的

ソ
ジ

ョ
ナ
ー
」
の
タ
イ
プ
も
看
取
さ
れ
た
。

新
た
な
層
の
出
現

ー

留
学
の
普
及
の
な
か
で
ー

以
下
で
は
、
近
年

の
滞
日
中
国
人
の
出
身
省

の
変
化
、
さ
ら
に
は

「八
〇
後
」
「九
〇
後
」
と
呼
ば
れ
る
八
〇
年
代
以
降
に
出
生
し
た
中

国
人

の
若

い
世
代
の
間
で
、
急
速
に
大
衆
化
す
る
留
学
と
い
う
移
動

行
為
が
現
代
中
国
に
も
た
ら
す
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

e

東
北
三
省
か
ら
の
来
日
者
の
増
加

中
国
か
ら
日
本

へ
の
移
住
を
近
代
ま
で
遡

っ
て
み
れ
ば
、
日
本

に

お
い
て
中
華
街
な
ど
を
形
成
し
た
伝
統
的
な
華
僑

・
華
人
は
広
東
、

福
建
、
台
湾
な
ど
の
出
身
者
か
ら
な

っ
て
い
た
。
ま
た
日
中
国
交
回

復

お
よ
び
改
革
開
放
以
降
は
、
北
京
や
上
海

の
よ
う
な
都
市
部
お
よ

び
沿
海
部
か
ら
の
留
学
生
や
就
学
生
を
中
心

に
中
国
人
が
増
加
し

た
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
は
、
東
北

三
省

(黒
龍
江
省

・
遼

寧
省

・
吉
林
省
)
か
ら
の
来
日
人
数
が
顕
著

に
伸
び
始
め
、
沿
海
部

お
よ
び
北
京

・
上
海
を
上
回
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
、
法
務
省
入
国
管
理
局
に
よ
る
在
日
中
国
人
の
本
籍
地

別

の
デ
ー
タ
に
お
い
て
は
在
留
資
格
別
で
の
表
記
が
な
い
た
め
、
来

日
の
経
緯
を
出
身
省
別

に
明
ら
か
に
で
き
な

い
と
い
う
限
界
に
つ
い

て
は
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て
お
き
た
い
。

二
〇
〇
八
年
末

の
在
日
中
国
人
の
本
籍
地
別
で
み
る
と
、
遼
寧
省

の

一
〇
万
六

四
二
〇
人
を
ト

ッ
プ

に
、
黒
龍

江
省
六
万
七
三
六

三

人
、
吉
林
省
五
万
四
八
〇
五
人
と
、
東
北
三
省
出
身
者
が
台
湾
出
身

を
除
い
た
在
日
中
国
人
の
三
七
・四
%
を
占

め
る
よ
う
に
な

っ
て
い

る

(図
4
)。

こ
れ
ら
の
後

に
、
上
海
市
五
万

八
七
二
九
人
、
山
東

省
五
万
八
〇
四
五
人
、
福
建
省
五
万
三
六
九
九
人
、
江
蘇
省
四
万
五
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七
九
五
人
、
北
京
市

二
万
四
五
八
〇
人
と
続
く
。
言
う
ま
で
も
な
く

中
国
の
東
北
地
方
と
日
本
と
は
地
理
的

に
も
近
く
、
独
特
な
歴
史
的

背
景
を
有

し
て
い
る
。
旧
満
州

で
あ
っ
た
東
北
三
省
に
は
中
国
残
留

孤
児
が
多

く
、
そ
の
帰
国
者
家
族

の
来
日
も
進
ん
で
い
る
が
、

こ
の

数
字
が
す

べ
て
残
留
孤
児

の
帰
国
者
だ
け
で
あ
る
と
は
と
て
も
考
え

ら
れ
な

い
。

東
北
三
省
は
農
業
や
重
工
業
な
ど
の
旧
工
業
に
強

い
地
域
で
、
沿

海
部

の
外

貨
導
入
型
の
経
済
発
展
か
ら
は
完
全
に
立
ち
遅
れ
た
地
域

で
あ
る
。

政
府
に
よ
る
東
北
振
興
政
策

(
二
〇
〇
三
年
)
が
発
布
さ

れ
て
か
ら

は
、

一
九
八
〇
年
代
の
沿
海
都
市
開
放
、

一
九
九
〇
年
代

の
上
海
浦

東
開
発
、
二
〇
〇
〇
年
代

の
西
部
大
開
発
に
並
び
、
中
国

政
府
に
よ

る
重
要
国
家
戦
略
の

一
つ
の
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
戴

に

よ
る
と
、
中
国
東
北

三
省
か
ら
日
本

へ
の
移
動

の
要
因

の
な
か

で

は
、
送
り
出
し
地
域

の
所
得
水
準
な
ど
と
比
べ
、
日
本
と
の
距
離
的

な
近
さ
の
影
響
力
が
強

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

[
+

2
00
3
:
19
]
。

ま
た
中
国

の
経
済
発
展
に
と
も
な

い
、
移
民
送
り
出
し
地
域
が
当
初

の
北
京
や
上
海
の
よ
う
な
大
都
市
部

の
高
所
得
地
域
か
ら
中
所
得
地

域

へ
と
転
換
し
て
い
る
と

い
う

[戴

2
0
03
:2
2
]°

日
本
語
学
習
人
口
と
い
う
点
で
も
、
東
北
三
省
は
突
出
し
て
い
る

[
国
際
交
流
基
金

・
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会

2
00
9
]
。
都
市
別

に

み
た
二
〇

〇
八
年

の
日
本
語
能
力
試
験

一
級
受
験
者

で
は
、
上
海
は

ト

ッ
プ
だ
が
、
東
北
三
省

の
四
都
市

の
受
験
者
の
合
計
で
は
お
よ
そ

二
〇
%
を
占
め
て
い
る

(図
5
)。
文
化
的
な
背
景
と
し
て
は
、
や

は
り
満
州
時
代
の
影
響
か
ら
優
れ
た
日
本
語
教
育
を
行
う
高
校
や
大

学
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
近
年
大
連
や
長
春

な
ど
で
は
、
日
本
語
と
英
語
で
授
業
を
行
う

コ
ー
ス
を
持

つ
高
校
や

大
学
が
で
き
て
い
る
。

こ
の
場
合
英
語
を
選
択

す
る
学
生
の
割
合
が

圧
倒
的
と
は
い
う
も

の
の
、
中
国
の
高
校
か
ら
直
接
日
本

の
大
学
受

験
を
目
指
し
た
り
、

ソ
フ
ト
開
発
の
分
野
を
中

心
に
直
接
日
本
企
業

へ
就
職

・
来
日
す
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
東
北

三
省
に
は
朝
鮮
族
な
ど
の
北
方
の
少
数
民
族
が
多
く
住
む
地
域
で
も

あ
る
た
め
、
か
れ
ら
は
中
学
か
ら
日
本
語
を
第

二
言
語
と
し
て
選
択

し
た
後
、
大
学

の
日
本
語
学
科
に
進
学
し
、
日
本
の
大
学
院
留
学
を

目
指
す
パ
タ
ー
ン
も
目
立

つ
。
こ
こ
で
も
や
は
り
英
語
選
択
の
ほ
う

に
人
気
が
集
ま
り
日
本
語
ク
ラ
ス
は
減
少
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
英
語
圏

へ
の
留
学
に
人
気
が
集
ま

る
中
国

の
他
地
区
と
比

べ
、
や
は
り
当
初
か
ら
日
本
留
学
を
目
指
す
傾
向
が
強

い
と
言
わ
れ

て
い
る
。

だ
が

一
方
で
、
東
北
か
ら
日
本

へ
の
留
学
を

め
ぐ

っ
て
は
の
ち
に

深
刻
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
か
ね
な
い
新
た
な
動
き
も
出
て
き
て
い

る
。
二
〇
〇
九
年
九
月
に
黒
龍
江
省

ハ
ル
ビ

ン
市

の
日
本
語
学
校
に

勤
務
経
験
を
持

つ
日
本
人
男
性

ヘ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
際
に
は
、
日

本
語
学
校

の
三
〇
人

の
ク
ラ
ス
の
う
ち

一
〇
人

ほ
ど
は
正
式
な
書
類

を
提
出
す
る
が
、
な
か
に
は
ほ
と
ん
ど
の
書
類

を
改
ざ
ん
し
た
り
、

学
歴

・
年
齢

・
日
本
語
能
力
な
ど
入
国
に
有
利

な
偽
造
書
類
を
作
成

す
る
者
も
少
な
く
な
い
と
語

っ
た
。
さ
ら
に
以
前
は
手
書
き
に
よ
る
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2008年 末 における在 日中国人の本籍地別割合(台 湾を除 く)

出所:法 務省入国管理局[2009]。

図4

中国各都市における日本語能力試験1級 受験者の割合(2008年)

出所:国 際交流基金 ・日本国際教育支援協会[2009]。

図5

書
類
作
成
だ

っ
た
た
め
、
か
な
り
杜
撰

な
書
類
に
よ
る
日
本
留

学
の
申
請

が
な
さ
れ
た
頃
も
あ

っ
た
と

い
う
。
二
〇
〇
三
年
頃

か
ら

一
時
期
、
日
本
で
の
不
法
滞
在
や
重
大
な
犯
罪
に
か
か
わ

る
者
が
多

い
と
し
て
福
建
省
か
ら
の
入
国
の
申
請
が
ほ
ぼ
認
め

ら
れ
な
か

っ
た
頃

に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
福
建

か
ら
東
北
地
方

に

や

っ
て
来
て
出
身
を
東
北
で
あ
る
と
す

る
書
類
を
作
成
し
、
渡

日
す
る
例
な
ど
も
少
な
く
な
か
っ
た
と

い
う
。

口

「
八
〇
後
」
「九
〇
後
」
た
ち
の
留
学

現
在

の
中
国
で
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
若
者

た
ち
の
こ
と
を
、
「八
〇
後
」
(
一
九
八
〇
～

一
九
八
九
年
生
ま

れ
)
、
「九
〇
後
」
(
一
九
九
〇
～

一
九
九

九
年
生
ま
れ
)
な
ど

と
呼
ぶ
こ
と
が
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
も
と
も
と

「八
〇
後
」
と

は
、
そ
れ
以
前

の
世
代
と
は
異
な
る
視
点
や
文
体
で
創
作
を
す

る

一
九
八
〇
年
以
降
に
生
ま
れ
た
小
説
家
た
ち
の
総
称
と
し
て

生
ま
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
広
く
八
〇
～
八
九
年
生
ま
れ
の
若

者
た
ち

の
こ
と
を
指
す
呼
称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
同
時
出
生
集
団

は
社
会
学
的

に
は

「
コ
ー
ホ
ー

ト
」

(coh
o
rt
)
と
呼
ば
れ
、
誕
生

(入

学

・
入
社
)

の
時
期

を
同
じ
く
す
る
者

の
集
団
で
、
集
団
的

に
追
跡
す
る
こ
と
に
よ

り
個
人
や
集
団
の
時
系
列
的
な
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
別

の
出
生
年
次
の
人
口
群
と
の
間
で
、
人
生
の
出
来
事
を
加
齢
に
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よ
る
変
化

と
時
代
差

の
影
響

か
ら
比
較
し
た
り
す
る
研
究
法
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
数
量
的
調
査
を
と
も
な
う
た
め
、
こ
こ
で
は
両
者
の

違
い
を
厳
密
に
分
析
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
が
、
現
在

の
若
者
が
生

ま
れ
育

っ
て
き
た
中
国
社
会

の
特
徴
に

つ
い
て
概
観
し
て
お
く
必
要

は
あ
る
だ
ろ
う
。

「八
〇
後
」

「九
〇
後
」

の
世
代
と
は
、
改
革
開
放
の
効
果
が
社
会

に
広
く
行
き
わ
た
り
、
そ
れ
ま

で
の
世
代
と
比
較
し
て
経
済
的
に
恵

ま
れ
、
情
報
社
会

の
環
境
下
で
育

っ
て
き
て
お
り
、
相
対
的

に
個
人

主
義
や
個
性
を
重
視
す
る
集
団
と
い
え
る
。
ま
た
以
前

の
世
代
と
決

定
的
に
違
う
点
は
、

一
九
七
九
年

か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た

コ

人

っ
子
政
策
」

の
影
響
で
、
ほ
と
ん
ど
が

一
人

っ
子
で
育

っ
て
き
た

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
う
し
た
環
境

の
下
で
の
成
長
は
、
そ
れ
ま

で
の
世
代
と
は
価
値
観
や
行
動
様
式
に
大
き
な
違
い
を
持

つ
中
国
人

の
出
現
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

「八
〇
後
」
「九
〇
後
」
と

い
う
呼
称
だ
が
、
「
一
人

っ
子
で
不
自
由
な
く
わ
が
ま
ま
に
育

っ
た

若
者
」
と
し
て
、
か
れ
ら
の
行
動
な
ど
を
批
判

(と
き
に
差
別
的
な

意
味
合

い
も
含
む
)
め
い
て
使
用
さ
れ
る
総
称
に
ま

で
な

っ
て
い

る
。

「八
〇
後
」

「九
〇
後
」

の
当
事
者

の
間
で
も
、

一
歳
、

一
年
で

も
違
う
と
強

い
違
和
感
や
世
代
間
ギ
ヤ
ッ
プ
を
強
め
る
よ
う
な
現
象

も
看
過
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
わ
ず
か
な
年
齢
的
な
差
異
が
大
き
な

社
会
問
題

に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
中
国
が
置
か
れ
て
い

る
社
会
変
動
が
激

し
い
証
左
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
こ
の

「八
〇
後
」
「九
〇
後
」
と
呼
ば
れ
る
世
代
は
、

「富
二

代
」
と
も
呼
ば
れ
る
世
代

で
も
あ
る
。
近
年

で
は
日
本
に
い
る
中
国

人
留
学
生
も
、
学
業
と
ア
ル
バ
イ
ト
に
悩
む

「苦
学
生
」
と

い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
母
国
で
の
激
烈
な
大
学
受
験

を
避
け
る
形
で
留
学
を

目
指
す
若
者
や
富
裕
層

の
留
学
も
目
立

つ
。

親
の
財
力
を
バ
ッ
ク
に

海
外
留
学
を
し
、
現
地

の
学
生
よ
り
も
優
雅
な
生
活
を
し
て
い
る
な

ど
と
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
よ
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

ご
く

一
部
の
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
日
本
学
生
支
援
機
構

の
私
費
留

学
生

に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果

(有
効
回
答
数

"
五
七
五

四
人
)
か
ら
は
、
日
本

で
学
ぶ
多
く
の
中
国
人
留
学
生
に
と

っ
て
や

は
り
物
価
は
高
く
、
と

く
に
都
市
部
で
生
活
す
る
者
に
と

っ
て
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
は
欠
か
せ

な

い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る

[日
本
学
生
支

援
機
構

NO
O
°。
]。

こ
の

調
査
自
体
は
中
国
人
に
限

っ
た
も
の
で
は
な

い
が
、
回
答
者

の
六

>>1.O
%
を
中
国
人
学
生
が
占
め
て
い
る
の

で
ほ
ぼ
反
映
し
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
機
構
が
同
様

に
行

っ
た
平
成

一
五
年
と

一
七
年
の
調
査
と
比
べ
、
平
成

一
九
年

の
調
査

で
は
、
項
目
別

の
平

均
月
収
入
の
割
合
を
年
度
別
比
較
で
見
る
と
、

「ア
ル
バ
イ
ト
」

「保

証
人
等
知
人
か
ら
の
援
助
」

「配
偶
者

の
収
入
」
が
減
り
、
「親

・
兄

弟
、
又
は
親
戚
か
ら
の
仕
送
り
」

「奨
学
金
」
が
増
え
て
い
る
。
た

し
か
に
家
族
等
か
ら
の
仕
送
り
に
頼

っ
て
生

活
で
き
て
い
る
者
は
増

え
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
に
依
存
す
る
と
い

ハ
つ
ウ

う
日
本
で
の
留
学
生
活
の
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
こ
の
世
代
の
若
者
た
ち

の
両
親
た
ち
は
、
八
〇
～
九
〇
年
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代
に
何

ら
か
の
形

で
海
外
移
住

の
経
験
を
持

つ
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
大
学
で
工
学
を
学
ん
で
い
る
中
国
人
留
学

生
の
女
性

も
父
が
北
京
の
日
系
企
業
に
勤
務
し
て
お
り
、
留
学
は
し

て
い
な

い
が
日
本
語
が
堪
能

で
、
こ
れ
ま
で
に
出
張

で
何
度
も
日
本

に
来

て

い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
女
の
志
望
校
や
専
攻

の
選
択
に
つ
い

て
は
父
や

そ
の
友
人

の
日
本
人
か
ら
の
情
報
も
多
か

っ
た
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
北
京

の
大
学
三
年
生
の
女
子
学
生
も
日
本
語
を
選
択
し

た
理
由

は
、
母
親
が
翻
訳

の
仕
事
を
し
て
お
り
日
本
語

の
本
に
囲
ま

れ
て
育
ち
、
特

に
深
く
も
考
え
ず
日
本
語
を
選
択
し
た
と
い
う
。
自

分
も
い
ず

れ
は
日
本
留
学
を
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
語

っ
て
い

た
。
ま
た
、

こ
の
学
生

に
よ
る
と
、
卒
業
を
待
た
ず
に
四
年
生
の
春

か
ら
日
本
語
学
科
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
半
分
以
上
が
日
本

に
留
学
す

る
予
定

で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
、
と
く
に
こ
う
し
た
若
者
た
ち
に
と

っ

て
の
留
学

の
意
味
や
、
移
動
す
る
こ
と
に
よ
る
社
会
や
国
家

へ
の
帰

属
意
識

の
変
容

で
あ
る
。
集
合
的
な
記
憶
と

い
う
意
味
で
は
、
文
化

大
革
命
な
ど
中
国
の
厳
し

い
時
代
の
記
憶
を
共
有
し
て
い
な
い
世
代

で
も
あ

る
。
前
述

の

「
八
〇
後
」

「九
〇
後
」
と

い
う
呼
称
を

め

ぐ

っ
て
は
、
決
し
て
良

い
意
味

で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
社

会

へ
の
帰
属
意
識
な
ど

に
つ
い
て
も
以
前
の
世
代
と
比
べ
相
違
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

一
方

で
は

以
前

の
世
代

の
よ
う
な
西
欧
や
先
進
国

へ
の
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
よ

り
薄
れ
、
中
国
の
経
済
力
を
自
分
自
身
の
姿
に
重
ね
、
強

い
自
信
や

愛
国
心
を
持

つ
と
も
言
わ
れ

て
い
る

[
呉

20
0
9
:2
3
]
°

い
わ
ゆ
る

「愛
国
主
義
教
育
」
以
降

の
教
育
を
受
け
た
世
代

で
も
あ
る
た
め
、

エ
ス

ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ

ン

テ
ィ
テ
ィ
の
在
り
方
も
異
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

以
前
の
世
代

の
留
学

で
は
、
帰
国
を
強
く
希
望
す
る
理
由
に
帰
国

後
何
ら
か
の
形
で
国
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
思
も
強
か
っ

た
が
、
新
し
い
世
代
に
は
よ
り
個
人
的
で
、
個
人
に
還
元
さ
れ
る
留

学
行
為
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
う
し
た
若
者
た
ち
に
と

っ
て
、

大
学

で
の
日
本
語
選
択
や
日
本
留
学
は
ご
く
自
然
な
こ
と
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
は
新
鮮
で
あ
る
。
以
前

の
世
代

に
と

っ
て
の
日
本
語
選

択
や
日
本
留
学
の
行
為
の
な
か
に
は
、
大
戦
中

の
日
本
軍
に
よ
る
占

領
等

の
過
去
、
そ
し
て
親
族
や
友
人

・
同
僚

ら
か
ら
の
羨
望
と
批
判

と
が
な
い
ま
ぜ
に
な

っ
た
反
応

に
直
面
し
、
た
め
ら
い
や
複
雑
な
感

情
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
だ
が
。

四

日
本
留
学
に
求
め
る
も
の
の
変
化

9

激
烈
な
受
験
競
争
や
就
職
難
回
避
の
た
め
の
留
学

こ
れ
ま
で
に
中
国
の
政
府
は
高
等
教
育

の
急
速
な
大
衆
化
政
策
を

進
め
て
お
り
、

一
九
九

一
年
に
三
・五
%
だ

っ
た
高
等
教
育

の
粗
就

学
率
が
二
〇
〇
八
年

に
は
二
三
・
三
%
に
ま

で
上
昇
し
て
い
る

[中

華
人
民
共
和
国
教
育
部

N
O$
]
。
中
国
国
内

の
大
学
生
の
総
数

は
二
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三
〇
〇
万

人

で
日
本

の
全
大
学

生
二
八
五
万
人
を
は
る
か
に
上
回

る
。
し
か

し
先
進
国
に
比
べ
れ
ば

二
十
数
%
と

い
う
大
学
進
学
率
は

ま
だ
低

い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
大
学
生
予
備
軍
は
底
知
れ
な
い
と

も
言
わ
れ

て
い
る

(『朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
三
月

=

日
)。

そ
の

一
方

で
、
大
学
生
の
就
職
難
も
非
常

に
深
刻
な
状
況
に
な

っ

て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
の
高
等
教
育
機
関

の
卒
業
生

の
総
数
は
記
録

を
更
新
し
、
六

一
〇
万
人
に
達

し
た
が
、

い
ま
だ
に

一
〇
〇
万
人
の

ムヨ
　

大
学
生
が
就
職
で
き
ず
に
い
る
と

い
う
。
中
国
社
会
調
査
所
が
行

っ

た
都
市
部

の
大
学
卒
業
予
定
者

へ
の
電
話
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

理
想
的
な
就
職
先
と
し
て
は
、
国
家
機
関

(二
八
・四
%
)
、
国
営
企

業

(
一
七

・○
%
)、
研
究
機
関

(
一
三
・
○
%
)
、
教
育
機
関

(
一

一
・六
%
)
の
順
と
な

っ
て
お
り
、
非
常
に
安
定
志
向

で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る

[中
国
社
会
調
査
所

8
0
0
]
。
そ
し

て
、
「民
間
企
業

へ

の
就
職
」

や

「自
分
で
起
業
す
る
」
と
答
え
た
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

五
%
未
満

と
い
う
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
理
想
的
な
就
職
地
区
と
し

て
は
、
上
海
、
北
京
、
広
州

の
三
都
市
の
み
で
九
割
近
く
を
占
め
、

中
小
都
市

や
そ
の
他
の
地
域
は
わ
ず
か

一
二
・五
%
で
あ
り
、

こ
れ

も
卒
業
者

の
就
職
難
を

一
層
悪
化
さ
せ
て
い
る

一
因

で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

一
時

は
大
学
生
や
若
者
の
起
業
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
が
、
最

近
は
資
金

や
経
験
の
不
足
、
苦
労
を
し
た
く
な
い
ま
た
は
そ
れ
ほ
ど

の
情
熱
も

持
た
な

い
な
ど
、
か

つ
て
ほ
ど

の
人
気
は
み
ら
れ
な
く

な

っ
て

い
る
。
在
校
生

に
お

い
て
は
、
五
四
・
一
%
が
進

学
を
希

望
、
三
〇
・五
%
が
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、

一
一
・
一
%
が
留
学
な

ど
の
出
国
、
わ
ず
か
四
・三
%
の
み
が
卒
業
後

に
会
社
を
起
こ
す
と

い
う
希
望
を
持

っ
て
い
る
。

就
職
難
は
高
等
教
育

の
急
激
な
量
的
な
拡
大
に
そ
の
理
由
が
求
め

ら
れ
る
議
論
も
あ
る
が
、
中
国
で
は
他

の
発
展
途
上
国
に
比
べ
依
然

と
し
て
高
等
教
育

の
卒
業
者
が
少
な
く
、
全
体
と
し
て
も
教
育
が
不

足
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る

[寺
崎

2
00
7
:
95
]
°
む
し
ろ
大

卒
者
に
対
す
る
需
要
は
供
給
を
上
回

っ
て
お
り
、
ご
く

一
部
の
都
市

部
で
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
過
多
、
市
場

の
需
要
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
大
学
教
育
等
、
労
働
市
場
に
お
け
る
ミ
ス

マ
ッ
チ

の
ほ

う
が
大
き
い

[寺
崎

20
0
7:
96
]°

八
〇
～
九
〇
年
代
に
来
日
し
た
中
国
人
留
学
生
に
お
い
て
は
、
八

〇
年
代
に
は
職
場
や

「単
位
」
制
度

の
も
と

で
の
息
苦
し
さ
や

「大

鍋
飯
」
(業
績

に
関
わ
ら
ず

一
律
に
身
分
が
保
証
さ
れ
る
共
産
主
義

体
制
下

で
の

「悪
平
等
」
の
た
と
え
)
に
嫌

気
が
さ
し
、
自
由
を
求

め
留
学
を
目
指
し
た
人
た
ち
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
帰
国

後
の
就
職
や
、
自
分
の
取
得
し
た
学
位
や
専

門
に
見
合

っ
た
職
位
や

環
境

が
得
ら
れ
る
か
と

い
う
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
問
題

で
あ

っ

た
。
中
国
の
社
会
変
動
が
非
常

に
激
し
く
、
昇
進
も
日
本
に
比
べ
早

い
た
め
、
三
〇
代
ま
で
に
中
国
の
企
業
や
機

関
の
部
長
級

の
ポ
ス
ト

に
就
け
な
け
れ
ば
帰
国

の
意
義
も
薄
れ
が
ち

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て

帰
国
を
た
め
ら

っ
た
結
果
、
日
本
滞
在
を
延
長
す
る
と

い
う
現
象
も

目
立

っ
て
い
た
。
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現
代

の
中
国
で
は
起
業
ブ
ー
ム
や
外
資
系
企
業

へ
の
就
職

の
人
気

も

一
段
落

し
、
む
し
ろ
国
営
企
業
、
政
府
機
関

の
公
務
員
、
研
究
機

関
な
ど

の
非
常

に
安
定

し
た
職
種
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
に
と
も
な
い
、
近
年

で
は
公
務
員

の
合
格

率

は
わ
ず
か

一
・
三
%
と
年
々
狭
き
門
に
な

っ
て
い
る
ら
し

い

[中

国
社
会

調
査
所

8
$
]。
八
〇
年
代

の
中
国
人
留
学
生
た
ち

の
出
国

の
動
機

と
比

べ
、
現
代

の
若
者
た
ち
は
母
国
中
国
で
の
安
定
し
た
地

位
や
職
場

を
求
め
て
留
学
を
す
る
と
い
う
、
皮
肉
と

い
う
か
対
照
的

な
帰
結

を
招

い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
現
在

の
留
学
生

の
帰
国
後
の
就
職
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
中

国
で
は
す
で
に
海
外
留
学
帰
国
者

の
存
在
が

そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
も
な
く
な

っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は

「海
帰
派
」
な

ど
と
呼

ば
れ
、
「海
帰
」
と

「海
亀
」

の
中
国
語

の
発
音
が
同
じ
こ

と
か
ら
亀

の
よ
う
に
祖

国
の
恩
を
忘
れ
ず
に
母
国
に
戻
る
人
た
ち
と

称
さ
れ

て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
も

「美

し
い
」
名
目
で
、
「海
帰
」

の
な
か

で
も
、
ど
こ
に
留
学
し
た
か
、
ど
ん
な
学
位
を
持

つ
か
、
ど

ん
な
資
格
を
持

っ
て
い
る
か
な
ど
の
細
分
化
が
進
み
、
帰
国
は
し
た

も

の
の
実

際
は

「海
亀
」

で
は
な
く

「海
帯
」
(昆
布
)
の

「帯
」

と

「待
」

の
発
音
を
か
け
て
、
昆
布

の
よ
う
に
海
の
底
で
ゆ
ら
ゆ
ら

と
し
て
い
る
就
職
も
で
き
な

い
人
た
ち
を
指
す
言
葉
も
あ
る
ほ
ど
で

あ
る
。

口

求
め
ら
れ
る
専
門
知
識
と

日
本
と
の
つ
な
が
り
方
の
変
容

新
し
い
世
代

の
中
国
人
留
学
生
が
日
本

で
の
学
び
に
求
め
る
も
の

も
多
様
化
し
て
お
り
、
日
本

の
経
済

・
経
営
や
先
進
的
な
科
学
技
術

だ
け

で
な
く
、
漫
画
、
ア

ニ
メ
、
ゲ

ー
ム
開
発
、
デ
ザ
イ

ン
、
美

容
、
菓
子
製
造
な
ど

へ
の
関
心
も
高

い
。
卒

業
後

の
就
職
に
直
結
す

る
資
格
が
取
得
で
き
る
、
福
祉
や
薬
学
系

に
も
人
気
が
集
ま

っ
て
い

る
と

い
う
。
前
述

の
国
家
的
に
重
点
的
に
さ
れ
て
い
る
学
問
分
野
と

見
比

べ
る
と
、
か
な
り
ズ
レ
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
留
学
生

の
専

攻
は
特
化

・
細
分
化
し
て
い
く
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

お
も
に
科
学
技
術
な
ど
中
国
に
な
い
進
ん
だ
知
識
や
技
術
を
吸
収

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
中
国

の
ド
ラ
マ
よ
り
日
本

の
ド
ラ
マ
や

ア
ニ
メ
の
ほ
う
が
好
き
な
の
で
、
日
本

で
勉
強
し
た
い
な
ど
と

い
う

動
機
が
か
な
り
強
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
中
国
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

の
動
画
サ
イ
ト
で
日
本

の
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
を

日
本
で
の
放
映
の
数
日
後
に
は
字
幕

つ
き
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
〇
九
年
北
京
で
の
聞
き
取
り
調
査

で
は

こ
う
し
た
サ
イ
ト
は
、

日
本
語
を
学
ぶ
大
学
生
や
若
者
た
ち
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
だ

と
い
う

こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
番
組

に
中
国
語

の
字
幕

を
付
け
る
仕
事
は
、
日
本
留
学
か
ら
帰
国
し
た
若
者

の
ア
ル
バ
イ
ト

に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
は
以
前

の
世
代

の
よ
う
に
英
語
圏

へ
の
留
学
手
続
き
が
う
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ま
く
い
か
ず
仕
方
が
な
く
日
本
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
い
き
な
り
日

本
を
目
指

す
。

こ
れ
は
と
に
か
く
先
進
国

へ
の
留
学
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
よ
か

っ
た
世
代
と
比

べ
、

よ
り
具
体
的
に
か
つ
直
接
に
日
本
を

指
向
し
、
前

の
世
代
と
は
ま
た
違

っ
た
日
本
社
会
と
の
つ
な
が
り
方

を
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
以
前

の
世
代

の
留
学
前

の
日
本

の
知

識

は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
的
な
も

の
が
強

か

っ
た
が
、
新
し
い
世
代
の
若
者
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を

通
じ
て
日
本
に
つ
い
て
の
情
報
量
も
詳
細
で
豊
富

で
あ
る
。

冒
窪
融

写真1留 学 フ ォー ラ ム で の 日本 の大 学 や

日本語 学 校 の ブ ー ス に集 ま る人 々

(2010年3月13日 、北京国 際貿易セ ンターで開催 された

「第15回 国際教育巡回展」 にて筆 者撮 影)

八
〇
～
九
〇
年
代

の
来
日
者
た
ち
の
な
か

で
は
、
日
本
企
業
や
研

究
機
関
に
勤
務
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意

外
な
よ
う
に
思
え
る

が
、
む
し
ろ
だ
か
ら
こ
そ
、
「日
本
人
」
と

い
う
境
界
が
非
常

に
厳

密
な
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
何
年
日
本
に
住
ん
で
も

「絶

対

日
本
人
に
は
な
れ
な

い
」
な
ど
と
、
非
常

に
強
固
な

「日
本
人

性
」

へ
の
意
識

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
「橋
渡

し
役
」
「パ
イ
プ
役
」

な
ど
と
、
新
し
い
自
己
の

「役
割
」
に
活
路
を
見
出
す
者
が
少
な
く

な
か

っ
た
。
現
在

の
中
国
か
ら
の
留
学

は
大

き
く
個
人
化

へ
と
進

み
、
よ
り
個
人
に
還
元
さ
れ
る
留
学

へ
と
変
貌
を
遂
げ

て
い
る
た

め
、
新
し
い
世
代
の
中
国
人
留
学
生
た
ち
は
、
日
本

で
学
ん
だ
専
門

を
生
か
し
日
中
双
方
に
貢
献
を
す
る
と
い
う

「気
概
」
は
も
し
か
し

た
ら
よ
り
薄
ら
い
で
い
く
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
こ
れ
と
は
反

対
に
、
e

で
も
述
べ
た
と
お
り
、
若
者
た
ち

の
間

で
公
務
員
な
ど
公

共
機
関

へ
の
就
職
に
人
気
が
集
ま

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本

留
学
か
ら
帰
国
し
て
中
央
や
地
方
政
府

の
公
務
員
に
な
る
者
た
ち
に

よ
る
、
中
国

へ
の
貢
献

の
新
し
い
形
が
現
れ
る
可
能
性
も
十
分
に
考

ハイ

　

え

ら

れ

る
。

結
び
に
か
え
て

外
国
籍
や
永
住
権

の
取
得
を
経

て
帰
国
し
た
中
国
人
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
場
合
む
し
ろ
中
国
の
永
住
ビ
ザ

を
取
る
の
に
苦
労
し
た

り
、
ビ
ザ
更
新

の
た
め
に
た
び
た
び
帰
国
を
す
る
人
も
少
な
く
な
い

「永続 的 ソジョナ ー」としての中国 人留学 生ISI



と
い
う
記

事
が
二
〇
〇
六
年
に

『中
国
新
聞
周
刊
』
に
掲
載
さ
れ

た
。

こ
の
記
事

の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る

「半
路
老
外
」

(中
途
半
端
な

外
国
人
)

に
象
徴
的
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や
国
籍
取
得
は
い

ず
れ
か

一
つ
の
国

へ
の
移
住
を
意
味
せ
ず
、
自
己
資
産
の
保
全
、
子

ど
も
の
教
育
と
い
っ
た
中
国
国
内

の
不
安
定
要
素
を
回
避
す
る
た
め

に

「二
股
を
か
け
る
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
。
中

国
と
そ
の
ほ
か
の
国
と

「
二
股
」
を
か
け
な
い
と
安
心
で
き
な
い
と

い
う
人
々

に
と
っ
て
は
、
帰
国
し
て
も
完
全
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
母
国

(11
中
国
)
社
会
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中

国
で
は
国
籍
の
ほ
か
戸
籍
制
度
も
社
会
生
活
上
非
常
に
重
要
な
意
味

を
持

っ
て
い
る
が
、
戸
籍
制
度

の
改
革
も
進
ん
で
い
る
現
在

で
は
、

「む
し
ろ
戸
籍
制
度
が
国
籍

に
近
づ
き

一
体
化
す
る
」
な
ど
と
も
言

わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

八
〇
～
九
〇
年
代
の
中
国
人

の
留
学
は
中
国
国
籍

で
あ
る
限
り
外

国
と
の
往
来

は
そ
れ
ほ
ど
自
由
で
は
な
く
、
帰
国
を
い
か
に
成
功
さ

せ
る
か
で
帰
国
と
滞
在

の
間

で
迷
う
か
ら
こ
そ
、
「永
続
的
ソ
ジ

ョ

ナ
ー
」
に
な
る
タ
イ
プ

で
あ

っ
た
。
し
か
し
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
広
が
り
と
と
も
に
、
交
通

・
通
信
手
段
が
発
達
し
た

い
ま
で
は

誰
も
が
国
際
的
な
移
動
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
留
学
か
ら

就
職

へ
の
ル
ー
ト
も

一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。
以
前

の
中
国
人
留
学
生

か
ら
比
べ
、
誰
も
が

「
ソ
ジ

ョ
ナ
i
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
背
景

に
は
中
国
の
め
ざ
ま
し

い
経
済
発
展
が
要
因

と
し
て
あ
る
の
だ
が
、

多
国
籍
企
業
の
い
わ
ゆ
る
グ

ロ
ー
バ
ル

・
エ
リ
ー
ト
や
香
港
や
台
湾

な
ど
の
資
本
家
華
僑

・
華
人
な
ど
に
言
わ
れ

る
よ
う
な
完
全
に
国
際

移
動
が
自
由
な
人
た
ち
と
同
等

に
扱

っ
て
よ

い
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
か

つ
て
の
世
代
が

「分
配
」
と
呼
ば
れ
る
卒

業
後
半
ば
強
制
的
な
配
置
に
よ

っ
て
自
分
の
思
う
よ
う
な
就
職
が
で

き
ず
に
海
外
留
学
を
目
指
し
た
頃
と
は
異
な
り
、
現
在

の
若
者
た
ち

は
深
刻
な
就
職
難
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
の
就
職
難
は
、

一
般
的
に

は
金
融
危
機
な
ど
世
界
的
な
景
気
の
悪
化
が
主
要
因
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
が
ち
だ
が
、
中
小
都
市
や
内
陸
部
で
は
人
材
不
足
も
深
刻
で
あ

り
、
大
都
市
部

に
過
度
に
集
中
す
る
高
学
歴

者
を
す
べ
て
吸
収
で
き

る
ほ
ど
の
十
分
な
雇
用
が
現
在

の
中
国
に
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

中
国
の
場
合
、
大
学
や
留
学

が
市
場
化

・
大
衆
化
し
た
と

い
っ
て

も
、
先
進
国

の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
高
等
教
育
や
労
働
市

場
が
い
ま
だ
発
展
途
上

の
段
階
に
置
か
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
は

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

た
し
か
に
中
国
と
い
う
国
は
何
か
が
現
象
と
し
て
現
れ
る
際
に
は

す
さ
ま
じ

い
変
化
を
呈
す
る
こ
と
も
多

い
が
、
発
展
途
上
国
が
抱
え

る
問
題
と
し
て
八
〇
年
代
よ
り
構
造
的

に
は

一
貫
す
る
事
柄
も
少
な

く
な
い
。
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
中
国
人

の
日
本
留
学
と

い
う
現

象
に
は
世
代
を
超
え
て
共
通
す
る
点
と
新
た
な
含
意
を
持

つ
動
き
と

が
混
在
し
て
お
り
、
引
き
続
き
中
国
人
留
学
生
た
ち
が

「永
続
的

ソ

ジ
ョ
ナ
ー
」
に
な
り
う
る
可
能
性
は
高

い
と
考

え
ら
れ
る
。
と
は
い
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え
、
年
齢

的
に
若
い
世
代
や
東
北
地
方
の
出
身
者
な
ど
、
以
前
と
は

異
な
る
留
学
生
や
中
国
人
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
社
会
お

よ
び
中
国
社
会
に
与
え
る
イ

ン
パ
ク
ト
が
変
容
す
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
さ
ら
に
留
学
生
当
事
者
た
ち
に
と
っ
て
の
留
学
や
国
際
移
動

の
持

つ
意
味

の
変
容
も
明
ら
か
で
、
か
れ
ら
か
ら
見
た

「日
本
人
」

と
い
う
境
界

の
捉
え
方
、
そ
し
て
日
本
社
会
と
の
つ
な
が
り
方
、
ど

の
よ
う
に
帰
国
を
成
功
さ
せ
る
の
か
な
ど
の
新
た
な
戦
略
が
生
ま
れ

る
の
か
、

こ
れ
か
ら
の
ゆ
く
え
が
楽
し
み
で
あ
る
。

注〈1
>

こ

こ
で
用

い
る
デ

ー
タ

は
、
坪
谷

[N
O
O
°。
]

に
よ
る

も

の

で
あ

り
、

二
種

類

の
質

問

紙
調
査

「
調
査

1
」

「
調
査

n
」

(有
効

回
答

票

数

は
そ

れ

ぞ
れ
、

一
四
七
票

、

一
二
〇
票

)
、
お

よ
び

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

調
査

(
留
学

生
、

就

職
者

、
家
族

滞
在

者
、

計

三
五
人

)

で

あ
る
。

〈
2
>

生

活

費

の
収

入

源

と

し

て
回

答

の
多

い
順

に
、

「
ア

ル

バ

イ

ト
」
が

八

一
・
三
%

で
平

均
六
万

九
〇

〇
〇

円
、

「親

・
兄
弟

、

又

は

親

戚

か
ら

の
仕

送

り
」

が
六

四
・
一
%

で
六

万

三
〇
〇

〇
円

、

「奨
学

金

」

が

五

一
・
二

%

で
六
万

円
、

「そ

の
他

」

が

一
八

・七

%

で
二
万

八
〇
〇

〇

円
、

「保

証
人

等
知
人

か

ら

の
援

助
」

が
五

・
三

%

で
三
万

九
〇
〇

〇

円
、

「配

偶
者

の
収

入
」

が
三

・
八

%
で
九
万

七

〇

〇
〇

円

と

い
う
結

果

で
あ

る
。

〈
3
>

中

国

社
会

調

査
所

は
、

一
九
八
五

年

に
成

立
し

た
国

家
科

学
委

員
会
帰

属

の
中

国

人
才

研
究
会

の
下
部

組
織

の
民
意

調
査

機
関

で
あ

る
。

こ
の
調
査

は

二
〇
〇

九
年

二
月
初

旬

の
北
京

、
上

海
、

深
別

な

ど

の
都

市
部

で
千
人

の
卒

業
予
定

者

に
対

し

て
実

施

さ
れ
た

[中

国

社
会

調
査

所

N
O
$

]
。

〈
4
>

ア
メ
リ

カ
か
ら

帰
国

し

た

「海

帰
派
」

と
国

内

の
大
学
卒

業

者

で
あ

る

「国
内

派
」

と

の
間

で

の
、

取
得
学

位

の
違

い
に

よ

る
経

済

格
差

や
派

閥
争

い
な

ど

も
指
摘

さ

れ

て
い
る
。
現

時
点

で
は
留
学

帰

り

の
官
僚

が
中

国

の
民
主

化

に
与

え
る
影
響

は
限

定
的

で
あ

る
と
さ

れ

て

い
る
も

の

の
、

近

い
将
来

よ

り
強
力

な
官
僚

ポ

ス
ト

に
よ

り
多

く

の
留

学

帰

り

の

者

が

就

く

よ

う

に
な

る

と

い
う

予

測

も

あ

る

[Z
w
eig
,C
h
e
n
an
d
R
o
sen
2
0
0
4
:
7
5
7
]
°
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文
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務
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『
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際
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課

題

』
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石
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一
六

ニ

ー

二

〇

五

頁
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留

学
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略

の
世

界
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新
潮
流
-

今
日
、
求
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ら
れ
て
い
る
留
学
生
政
策
と
は
」

『異
文
化
間
教
育
』
三
〇
号
、
五
三
-
六
四
頁
。

寺
崎
里
水

8
0刈

「現
代
中
国
に
お
け
る
高
等
教
育
卒
業
生
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職
難

問
題
i

高
等
教
育
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労
働
市
場
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の
関
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か
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み
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」
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本

労

働

研

究

雑

誌

』

五
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五
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頁

。
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テ
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